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Ⅰ論文 

学術論文 

1. 川崎優子, 内布敦子, 荒尾晴惠, 大塚奈央子,   

滋野みゆき 医師が認知する外来化学療法に  

おける看護ニーズ 兵庫県立大学看護学部・ 地域 

ケア 開発研究所紀要 2010 年 17 巻 25-37 頁 

2. 師岡友紀，室井みや，柴枝里子，小林珠実，     

福録恵子，清水安子，瀬戸奈津子，鈴木純惠，    

梅下浩司 看護学専攻大学生の自我同一性地位の 

諸相 大阪大学看護学雑誌 2010 年 16 巻 1 号  

9-17 頁 

3. 新開裕幸，師岡友紀，白井里佳，呉聖人，山邊えり，

田中博子，島袋正恵，池側均，京力瑞穂 看護学生

に対し簡易型の一次救命処置を看護技術演習で行う

ことの有効性 大阪大学看護学雑誌 2010 年 16 巻 

1 号 39-47 頁 

大学・研究所等の報告 

1. 千崎美登子，小松浩子，内布敦子，藤田佐和，    

田墨惠子，荒尾晴惠，藤本美生，矢ヶ崎香，     

森 文子，中村喜美子，村木明美，奥野和美，    

北川善子，坪井 香，岸田さな江，長谷川久巳，   

井沢知子，奥 朋子，祖父江由紀子，鈴木志津枝，

山田雅子，野村美香，増島麻里子，菅野かおり，   

佐藤禮子 がん診療連携拠点病院 専門分野におけ

る質の高い看護師育成事業ならびに院内のがん看護

教育研修に関する OCNS による企画支援の開催報告 

日本がん看護学会誌 2010 年 24 巻 2 号 49-54 頁 

 

Ⅱ 著書 

専門著書 

1. 荒尾晴惠 第 2 章セルフケアの理解 セルフケアの

概念と支援のポイント 荒尾晴惠，田墨惠子編  

患者をナビゲートする！ スキルアップがん化学療

法看護 事例から学ぶセルフケア支援の実際 2010

年 36-42 頁 日本看護協会出版会  

2. 荒尾晴惠 第 3 章がん化学療法を受ける患者の副作

用症状マネジメント 副作用の症状マネジメントに

あたってのセルフケア支援とは 荒尾晴惠，田墨惠

子編 患者をナビゲートする！ スキルアップがん

化学療法看護 事例から学ぶセルフケア支援の実際 

2010 年 44-47 頁 日本看護協会出版会 

3. 荒尾晴惠 第 3 章がん化学療法を受ける患者の  

副作用症状マネジメント 悪心・嘔吐 荒尾晴惠，    

田墨惠子編 患者をナビゲートする！ スキル  

アップがん化学療法看護 事例から学ぶセルフケア

支援の実際 2010 年 48-53 頁 日本看護協会出版会 

4. 荒尾晴惠，田墨惠子 第 4 章がん化学療法を受ける

患者へのセルフケア支援の実際 1 悪心・嘔吐がみら

れる患者へのセルフケア支援 荒尾晴惠，田墨惠子

編 患者をナビゲートする！ スキルアップがん化

学療法看護 事例から学ぶセルフケア支援の実際 

2010 年 118-125 頁 日本看護協会出版会 

 

Ⅲ 学会発表 

国際学会 

1. Arao H  Survey on patients’ self-care agency to 

manage cancer pain 16tth International Conference on 

Cancer Nursing 2010，March，Atlanta 

国内学会 

1. 荒尾晴惠 外来において薬物療法を受けるがん患者

の疼痛マネジメントの現状 第 24 回日本がん看護 

学会学術集会 2010 年 2 月，静岡市 

2. 吉松由貴，荒尾晴惠，恒藤 暁 緩和ケア医が目指

す望ましい緩和ケアとは 第 34 回日本死の臨床  

研究会 2010 年 10 月，盛岡市 

3. 田中博子，新開裕幸，白井里佳，山邊えり，     

師岡友紀 救命センター看護師による看護基礎教育

における簡易型一次救命処置演習の効果～質的記述

的分析より～ 第 30 回日本看護科学学会学術集会 

2010 年 12 月，札幌市 

4. 師岡友紀，鈴木純恵，谷浦葉子，小林珠実，     

福録恵子，梅下浩司 新卒看護師における基礎教育

と臨床との「ギャップ」とその経時的変化 第 20 回

日本看護学教育学会学術集会 2010 年 7 月，大阪市 

5. 藤田真歩，師岡友紀 一般大学生における一次救命

処置シミュレーション時の「実技」と「不安および

過去の経験」との関連 日本看護学教育学会第 20 回

学術集会 2010 年 7 月，大阪市 

6. 太田祐理花，師岡友紀 一次救命処置に対する 

自信と技術の関連性および経時的変化 日本看護学

教育学会第 20 回学術集会 2010 年 7 月，大阪市 

7. 師 岡 友 紀 ， 梅 下 浩 司 ， 萩 原 邦 子 ， 小 川 馨      

生体肝移植ドナーの術後 QOL を構成する要素      

第 46 回日本移植学会総会 2010 年 10 月，京都市 

8. 新開裕幸，白井里佳，山邊えり，田中博子，     

師岡友紀 看護技術演習における簡易型一次救命 
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処置の教育効果 第30回日本看護科学学会学術集会 

2010 年 12 月，札幌市 

9. 師岡友紀，萩原邦子，小川馨，永野浩昭，梅下浩司，

生体肝移植ドナーの術後 QOL を構成する要素   

近畿肝移植検討会，2010 年 12 月，大阪市 

10. 亀晃加，師岡友紀，小林珠実，梅下浩司 新卒看護

師が職場で働く中で辛いと感じる体験 第30回日本

看護科学学会学術集会，2010 年 12 月，札幌市 

 

Ⅳ 講演会   

1. 荒尾晴惠 がん薬物療法と患者のセルフケア支援 

日本看護協会出版会 全国セミナー 2010 年 8 月，

富山市 

2. 荒尾晴惠 がん薬物療法と患者のセルフケア支援 

日本看護協会出版会 全国セミナー 2010 年 9 月，

東京 

3. 荒尾晴惠 平成 22 年度甲南病院看護部研修会  

看護研究の進め方 2010 年 7 月，神戸市 

4. 荒尾晴惠 平成 22 年度公立八鹿病院看護部    

看護研究 2010 年 8 月，兵庫 

5. 荒 尾 晴 惠  群 馬 大 学  が ん プ ロ 特 別 講 義    

2010 年 9 月,群馬 

 

Ⅴ 研究費 

科学研究費補助金 

1. 荒尾晴惠（研究代表者）トータルペインとしてのが

ん疼痛を緩和するセルフケア支援看護モデルの開発

と検証 平成 21 年～24 年度 文部科学省科学研究

費補助金 （基盤研究 B） 

2. 荒尾晴惠（研究代表者）化学療法による認知機能障

害がもたらすセルフケア不足を支援する介護介入の

検討 平成 20 年度～22 年度 文部科学省科学研究

費補助金（挑戦的萌芽研究） 

3. 福録恵子（研究代表者）清水安子，瀬戸奈津子，   

小林珠実 （研究分担者）師岡友紀・他（連携研究者）

円背高齢者の活動量を高める認知バランストレーニ

ングプログラムの開発と検証 文部科学省研究費補

助金，（基盤研究 C) ，平成 20 年度～平成 22 年度 

4. 師岡友紀（研究代表者）生体肝移植ドナー術後 QOL

尺度の開発 平成21～23年度 文部科学研究費補助

金（若手研究 B） 

 


